
                                      

                  

 
             第１５号 

平成２１年７月１６日 

 茨城県立土浦第一高等学校進修同窓会 

     旧本館活用委員会 
 

 

                                                          前号では,今の生徒さんからは想像もできないような明治期の厳しい試験

の状況を紹介しました。今回はさらに皆さんが耳にしたことも無いような

「発火演習」ということについて取り上げ,その実際と時代的背景について

考えてみることにしましょう。明治の昔の土中生たちの,変化する時代に揺

られながらも息づいていた心意気のようなものを感じ取っていただければ

と思います。 

       ↑ 軍事教練（昭和初期・於上大津村手野小学校）                                                                         

                     

                                    

                          

                                            
                                 

                           

     
   

      

 

 
                                           

                                              

 
     

 

 
 
  

発
火
演
習
？ 

  

明
治
中
期
、
中
学
校
の
重
要
な
行
事
の
一
つ
に

〇
発
火
演
習
〈
が
あ
っ
た
。
発
火
と
は
銃
に
実
弾

を
入
れ
ず
、
火
薬
だ
け
を
詰
め
て
撃
つ
こ
と
で
あ

る
。
つ
ま
り
カ
ラ
ダ
マ
射
撃
で
あ
る
。
撃
っ
た
と

き
薄
い
煙
が
パ
ッ
と
立
ち
、
ズ
ド
ン
ズ
ド
ン
と
い

う
大
き
な
音
が
鳴
り
響
く
。
発
火
演
習
は
実
戦
の

状
況
を
設
定
し
て
発
火
を
行
っ
た
軍
事
訓
練
の
初

歩
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
使
っ
た
銃
は
村
田
銃
（
旧

本
館
資
料
展
示
室
に
展
示
さ
れ
て
い
る
）
で
あ
る
。

こ
の
銃
は
剣
や
背
嚢
と
と
も
に
雤
天
体
操
場
裏
手

の
武
器
庫
に
大
切
に
整
然
と
保
管
さ
れ
て
い
た
。 

〉
進
修
《
第
３
号
に
よ
れ
ば
、
第
一
回
発
火
演
習

は
明
治
33
（
１
９
０
０
）
年
１
月
12
日
に
木
田
余

で
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
年
２
回
程
度
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
る
が
、
演
習
場
は
近
辺
の
木
田
余
、
高

津
や
遠
く
は
谷
田
部
、
石
岡
方
面
な
ど
で
あ
っ
た
。

日
露
開
戦
前
年
の
明
治
36
年
２
月
７
・
８
日
に
行

わ
れ
た
発
火
演
習
は
大
規
模
な
も
の
で
、
そ
の
様

子
は
〉
進
修
《
第
５
号
（
37
年
２
月
）
の
〇
広
岡

原
附
近
発
火
演
習
記
事
〈
（
第
３
回
生
高
須
四
郎

（
後
の
海
軍
大
将
）
に
詳
し
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

 

再
現
〇
広
岡
原
附
近
発
火
演
習
〈 

  

４
・
５
年
生
を
１
個
小
隊
の
南
軍
と
３
個
小
隊

の
北
軍
に
分
け
、
体
育
科
教
師
が
南
北
両
中
隊
の

指
揮
官
と
な
る
。
指
揮
官
は
演
習
を
統
括
、
監
督

す
る
統
監
部
の
命
令
に
従
う
こ
と
が
事
前
に
決
め

ら
れ
て
い
た
。 

 

南
軍
は
７
時
に
、
北
軍
は
８
時
に
学
校
を
出
発
。

南
軍
は
土
浦
で
の
戦
闘
に
敗
れ
水
海
道
に
向
っ
て

退
却
、
北
軍
は
南
軍
を
迎
撃
す
る
た
め
水
海
道
に

向
っ
て
進
軍
す
る
こ
と
を
想
定
。
警
戒
行
軍
を
と

り
な
が
ら
上
高
津
西
南
方
高
地
に
到
達
。
南
軍
は

そ
の
高
地
に
散
開
し
、
ま
た
後
方
の
林
の
端
に
陣

地
を
構
え
て
い
た
。
９
時
35
分
南
軍
は
北
軍
を
認

め
て
発
射
。
北
軍
は
南
軍
陣
地
に
向
っ
て
進
撃
。

両
者
の
距
離
３
０
０
ｍ
。
戦
闘
開
始
。
「
殷
々
た
る

〃
響
き
渉
る
〄
銃
声
は
天
地
を
動
か
し
、
叱
咤
の
声

は
木
魂
に
響
き
て
其
壮
観
と
い
う
計
な
り
」
。
10
時

南
軍
は
戦
況
不
利
に
陥
り
退
却
。
10
時
25
分
、
上 

 

 

 
 
 
 

若
き
日
の
高
須
四
郎
氏 

↑ 

 

広
岡
北
端
の
林
に
沿
っ
て
散
開
、
防
御
の
態
勢
を

と
っ
た
が
、
北
軍
の
攻
撃
を
受
け
て
ま
た
退
却
。

そ
し
て
上
広
岡
南
方
の
長
い
隘
路
を
隔
て
た
林
を

陣
地
と
し
た
。
し
か
し
何
の
計
略
あ
っ
て
か
、
南

軍
は
こ
の
要
害
を
捨
て
て
退
却
。
11
時
25
分
北
軍

は
南
軍
の
ゆ
く
え
を
つ
か
め
ず
、
演
習
を
中
止
、

昼
食
と
す
る
。
南
軍
は
道
に
迷
い
統
監
部
か
ら
離

れ
た
所
に
あ
り
、
命
令
は
届
か
な
か
っ
た
。
１
時

５
分
演
習
再
開
。
北
軍
は
防
御
の
態
勢
を
と
り
つ

つ
行
軍
。
３
時
40
分
舘
野
に
到
着
し
、
目
的
を
達

成
。
谷
田
部
に
南
軍
と
と
も
に
宿
泊
。 

 

翌
８
日
、
降
雤
の
た
め
演
習
中
止
。
７
時
30
分

谷
田
部
を
出
発
。
小
雤
降
り
し
き
る
中
、
ぬ
か
る

み
の
道
を
行
軍
し
続
け
、
11
時
５
分
土
浦
に
到
着
。 

 

々
武
勇
の
気
魄
〆
こ
こ
に
あ
り 

 

 

発
火
演
習
は
前
記
の
演
習
２
日
目
の
よ
う
に
天

候
に
恵
ま
れ
な
い
時
も
あ
っ
た
。
前
年
の
35
年
３

月
１
・
２
日
に
石
岡
地
方
で
行
わ
れ
た
第
５
・
４
・

３
・
２
学
年
合
同
発
火
演
習
の
時
も
雤
で
あ
っ
た
。 

「
霏
々
た
る
雨
」
、
「
寒
気
颯
と
し
て
」
、
「
泥
濘
を
踏

ん
で
」
の
よ
う
な
悪
天
候
の
中
で
の
演
習
。
こ
の

記
事
を
書
い
た
生
徒
は
「
勇
壮
に
ま
た
活
発
に
、
困

苦
に
耐
え
欠
乏
に
屈
せ
ざ
る
…
…
吾
人
の
快
と
す 

  
 
 

発
火
演
習
の
注
意
事
項
を
示
し
た
文
書 

↓ 
 

 

  

る
所
な
り
」
、
「
實
に
壮
雄
且
激
烈
な
る
演
習
を
な
せ

し
は
、
實
に
吾
人
の
一
快
事
た
る
な
り
」
と
結
ん
で
い

る
。
生
徒
を
代
表
し
て
の
こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
困
難

な
こ
と
を
や
り
遂
げ
た
充
実
感
や
誇
ら
し
い
気
持
ち

を
表
し
て
い
る
が
、
ま
た
生
徒
た
ち
が
演
習
の
目
的

を
理
解
し
々
武
勇
の
気
魄
〆
を
も
っ
て
真
剣
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
を
暗
に
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

 

  
 

〇
発
火
演
習
〈
の
時
代
的
な
背
景

 

 

発
火
演
習
は
明
治
期
の
他
の
学
校
行
事
と
関
連
づ

け
る
こ
と
で
、
そ
の
重
要
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

遠
足
は
一
種
の
行
軍
で
あ
っ
た
。
修
学
旅
行
も
汽
車

を
利
用
し
た
の
は
都
市
間
の
移
動
の
時
だ
け
で
、
目

的
地
及
び
そ
の
周
辺
で
は
こ
れ
ま
た
長
距
離
を
歩
く

と
い
う
行
軍
が
行
わ
れ
た
。 

ま
た
中
学
校
で
も
行
わ
れ
て
い
た
四
方
拝
（
元
旦

の
宮
中
行
事
で
、
天
皇
が
天
地
四
方
の
神
に
五
穀
豊

穣
・
天
下
泰
平
を
祈
る
儀
式
）
や
紀
元
節
の
式
典
で

は
、
生
徒
達
に
よ
る
一
斉
射
撃
や
分
列
行
進
な
ど
が

催
さ
れ
た
。
例
え
ば
明
治
35
年
１
月
１
日
の
四
方
拝

で
は
、
式
後
に
４
・
５
年
生
に
よ
る
一
斉
射
撃
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
様
は
「
轟
然
又
轟
然
、
耳
を
聾
す
る
許

り
な
り
き
」
（
〉
進
修
《
第
４
号
）
と
あ
る
。
同
年
２

月
11
日
の
紀
元
節
で
は
式
後
、
４
・
５
年
生
徒
の
中

隊
に
よ
る
教
練
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
様
子
は
「
立
派

に
武
装
し
た
凡
百
の
小
兵
士
、
縦
隊
に
横
隊
に
、
喇
叭

と
共
に
し
づ
し
づ
と
運
動
せ
る
面
白
さ
、
勇
ま
し
さ
、

思
は
ず
手
を
あ
げ
て
喝
采
し
た
り
」
（
〉
進
修
《
第
４

号
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
時
代
の
学
校
行
事
の
多
く
は
、
教
練
の
内
容

を
含
ん
で
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
行
わ
れ
た
発
火
演
習
で
あ
っ
た
。
生
徒
達
は
自
分

た
ち
が
、
国
家
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
十
分
に

承
知
し
て
、
そ
の
期
待
に
沿
う
よ
う
に
努
力
し
て
い

た
の
で
あ
る
。 

大
正
14
（
１
９
２
５
）
年
に
〇
陸
軍
現
役
将
校
学

校
配
属
令
〈
が
公
布
さ
れ
、
軍
事
教
練
は
年
を
追
う

ご
と
に
本
格
化
し
て
い
き
、
日
中
戦
争
、
太
平
洋
戦

争
の
軍
国
色
の
濃
い
時
代
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の

で
あ
る
が
、
明
治
期
に
は
そ
の
軍
靴
の
暗
い
響
き
は

ま
だ
無
か
っ
た
。 


